










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(64)長谷川昭彦・荒樋 豊・重岡 徹『農村ふるさとの再生』（重岡 徹）（日本
経済評論社、2004）153-210頁。
(65)耕作可能地・居住可能地が狭い中で良好な景観を保全しようとする場合、
そこには自ずと将来を見据えた計画と規制が必要になってくるものと思われ
る。農村の土地利用に関しては、NPO法人日本都市計画家協会編『都市・農
村の新しい土地利用戦略―変貌した線引き制度の可能性を探る』（学芸出版社、
2003）、水口俊典「地域による総合的な土地利用管理のための新たな枠組みの
あり方」224-242頁（第８章）、山本雅之「都市・農村共生に向けた新たな土地
利用システム」243-260頁（第９章）など参照。
(66)経済性と安全性を考慮して、コンクリートによる畦畔の形成がみられる。
こうした修復は景観の視点及び安全性の面から新たな問題を提起することに
なる。
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